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ＪＦＥ東日本ジーエス株式会社における事例

 事業所概要 

事業所名 ＪＦＥ東日本ジーエス株式会社 

従業員数 ２６５名（京浜地区） 

事業種別、事業内容 サービス業、ビルメンテナンス業、造園土木工事業ほか

防災対策の特徴 

◎「大規模地震防災」、「地震など災害発生時災害対策

本部設置」に関する規程を設け、各部署に防災担当者

を配置し、防災対策に取り組んでいる。 

◎特に、備蓄品を定期的に入れ替え、帰宅困難者に対

する防災対策や従業員の安否確認、人命救助等の訓

練を年１回行っている（別添写真１～８参照）。 

所在地 川崎市川崎区南渡田町１－１４ 

連絡先 ０４４－３２８－２７９２ 

本市との連携状況 防災協力事業所登録（平成２４年１０月） 

防災協力事業所としての協力内容

平常時

◎地域の防災に関する会合等への参加 

◎地域の祭り、運動会、バザーなどの地域活動に対す

◎る施設の提供 

災害時

◎資機材（バール、ジャッキ）を用いた救出活動 

◎障害物の除去 

◎日用品(タオル、軍手、雨具、懐中電灯）の提供 

◎資機材（バール、ジャッキ、電動カッター、フォークリフ

◎ト、発電機等）の貸出 

◎一時避難場所等の提供（会議室） 

企業・事業所ＵＲＬ http://www.jfe-hgs.co.jp/ 

 事例内容 

防災対策のきっかけ

 ◎阪神・淡路大震災以降、防災対策の強化に努めてきたが、東日本大震災以降、更に見直しを

図り充実させている。 
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社員の安全確保策

 ◎震度６弱以上は、メール（安否確認サービス）で安否報告を行う。 

 ◎緊急時の非常食を準備 

 ◎ヘルメットの支給 

 ◎緊急時の規程作成 

建物等の破損防止策

 ◎耐震診断の実施（耐震補強工事実施） 

 ◎キャビネット等の固定 

企業内備蓄

 ◎（京浜地区）米類×２，１００個、飲料水（１．５リットル）×１，４００本（別添写真９～１１参照）、

◎ ブランケット３７０枚 

二次災害防止策

 ◎地震発生後、電気機器等の停止及び消灯 

 ◎消火器設置 

 ◎津波警報発令時は、自社ビル（４階建）屋上へ避難することを掲示・告知（別添写真１２・１３参

◎ 照） 

上記以外で行っている防災対策

 ◎応急手当法の習得者が在籍 

 ◎AED の設置及び習得者による模範訓練の実施（別添写真１４参照） 

防災対策マニュアルの作成

 ◎大規模地震防災規程（危機管理体制・組織・設備の操業） 

 ◎地震など災害発生時災害対策本部設置に関する規程（手順・本部拠点・本部長選任） 
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東日本大震災の際の被害状況、節電の取組等

 ◎被害は特になし 

 ◎地震発生後、各部長による安否確認を行った（電話・メール） 

 ◎帰宅指示は、１６：００に発令 

 ◎昼休み事務所内の消灯、エアコンの温度設定、クールビズの励行等 

地域の防災訓練や会合への参加などの実績

 ◎検討中 
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